
ワークショップを開催される場合、参考にしてください。

●捨てられてしまうボールにアクリル絵の具で色を塗ったり絵を描いたりして、
　世界に一つのアートボールを作成する。
●大きいボール（サッカー、バレー等）でも小さいボール（テニス、野球等）でもよい。
●制作時間は90分程度。 

概　　要

スケジュール（予約制を想定）

用意するもの（例）

3 4

１．上半分を塗る：５～１０分
２．乾燥させる　：自然乾燥で１．５～２時間程度（部屋の条件によって差が出ます）
３．下半分を塗る：５～７分
４．乾燥させる　：自然乾燥で１．５～２時間ほど（部屋の条件によって差が出ます）

１．ホルベイン社の「アクリル絵の具 下地材」の「ジェッソM」など
２．刷毛は、１００円均一のものでOK

１．上記のジェッソを、刷毛（柔らかめの刷毛が良い）で、水で薄めずに塗る。
２．綺麗に塗るコツは「刷毛につける絵の具の量」と「塗る回数」ですので、
　　１回塗りで気になるようでしたら２回塗ってください。

ボールの
白塗りに
ついて 

所要時間について

塗料について

塗り方

大きいボールのパターン

時　間 内　容 備　考
９：００ 会場設営

●床をシートで養生し、机とイスを設置する。
●机をビニールシートで養生する。
●絵の具、パレット、筆、筆洗いを参加者分設置する。
●作品用ボールを準備する。

９：4０ 受付開始
●受付後、作品制作に使用するボールを選択してもらい、
　着席させる。

10：0０ ワークショップ開始
●あいさつ
●アクリル絵の具の使い方等について

11：3０ ワークショップ終了
●作品はビニール袋に入れて持ち帰り。

●アクリル絵の具は乾くと固まってしまう
　ため、机はビニールシートで養生することが
　望ましい。

＜必要人員＞
●進行 １名
●受付 ２名

□ 受付名簿
□ ワークショップサイン 
□ ブルーシート等（床養生）
□ 養生テープ 
□ ビニールシートまたはテーブルクロス（机養生）
□ アクリル絵の具（12色）
□ パレット
□ 筆
□ 筆洗い

□ 雑巾
□ 扇風機、ドライヤー（作品乾燥用）　1～ 2台 
□ 廃棄ボール
　サッカー、バレー、バスケ、テニス、野球等
　※白塗りしておくことが望ましい。
□ ボールの台座（使い捨てカップ、紙の輪） 
□ ビニール袋（作品持ち帰り用）　参加者分
□ バケツ（水の入れ替え等）　２～３個

●ボールに絵を描いたりシールやモール等で工作をしたりしてアートボールを作成する。
●小さいボール（野球、テニス、ソフトボール等）を使用する。
●制作時間は20～ 30分程度。  

時　間 内　容 備　考
９：００ 会場設営

●机とイスを設置する。
●机をビニールシートで養生する。
●シール、モール、ビーズ等を準備する。
●作品用ボールを準備する。

10：0０ 受付・ワークショップ開始
●受付後、作品制作に使用するボールを選択してもらい、
　着席させる。
●制作時間は20～30分。
●作品はビニール袋に入れて持ち帰り。

●机はシートで養生することが望ましい。

＜必要人員＞
●進行 １名
●受付 ２名

□ ワークショップサイン 
□ ビニールシートまたはテーブルクロス（机養生）
□ ポスカ
□ はさみ
□ ボンド
□ ウェットティッシュ
□ シール、モール、毛糸、フェルトなど

□ 廃棄ボール
　 野球、テニス、ソフトボールなど
　 ※テニスボールは白塗りしてもよい。
□ ボールの台座（使い捨てカップ、紙の輪）
□ ビニール袋（作品持ち帰り用）  

概　　要

スケジュール（先着順を想定）

用意するもの（例）

小さいボールのパターン

ワークショップ開催ガイド


